
4

　

福
澤
諭
吉
は
、
天
保
五
年
一
二
月
一
二
日
、
西
暦
一
八
三
五
年
一
月

一
〇
日
に
生
ま
れ
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
二
月
三
日
に
歿
し
た
。

六
六
年
間
と
少
し
の
生
涯
は
、
奇
し
く
も
明
治
改
元
の
年
、
一
八
六
八

年
で
ち
ょ
う
ど
半
分
に
分
か
れ
る
。
一
方
、
ま
だ
名
前
が
な
か
っ
た
彼

の
塾
に
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
二
月
に
入
学
し
た
早
矢
仕
有
的
は
、

福
澤
に
遅
れ
る
こ
と
二
年
八
か
月
、
天
保
八
年
八
月
に
生
ま
れ
、
福
澤

と
同
年
同
月
に
亡
く
な
っ
た
。
福
澤
の
訃
報
を
聞
い
て
「
こ
の
次
は
お

れ
か
」
と
も
ら
し
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
言
葉
通
り
わ
ず
か
一
五
日
後
の

こ
と
で
あ
っ
た
（
１
）。
彼
ら
は
、
徳
川
政
権
下
の
近
世
と
明
治
と
い
う
近
代

を
、
ほ
ぼ
半
々
ず
つ
生
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

近
世
か
ら
近
代
へ
の
大
き
な
転
換
は
、
洋
学
を
志
し
た
福
澤
と
い
え

ど
も
、
簡
単
に
受
容
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
福
澤
は
版
籍
奉
還

を
迎
え
る
頃
ま
で
、
新
し
い
政
治
体
制
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。
慶
応
二

年
一
一
月
七
日
に
福
澤
英
之
助
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
は
「
大
君
之
モ

ラ
ル
キ
」、
す
な
わ
ち
封
建
体
制
の
も
と
で
な
く
て
は
文
明
開
化
は
進

ま
な
い
と
述
べ
、
大
政
奉
還
後
に
な
っ
て
も
「
薩
土
之
議
論
」
は
公
平

の
よ
う
に
み
え
て
「
私
意
」
に
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
成
功
は

し
な
い
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
（
２
）。
し
か
し
新
政
権
が
固
ま
り
ゆ
く
と
、

彼
は
時
代
に
対
峙
し
、
新
し
い
社
会
構
想
を
組
み
立
て
て
い
っ
た
。
彼

が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
の
は
「
一
身
」
の
独
立
で
あ
り
、
個
人

の
独
立
と
自
由
の
保
障
で
あ
っ
た
。
個
人
が
主
体
と
な
り
、「
一
身
」

か
ら
始
ま
り
「
一
家
」「
一
国
」
へ
と
展
開
す
る
体
制
こ
そ
が
、
近
代

日
本
の
理
想
の
姿
で
あ
っ
た
（
３
）。

　

福
澤
は
模
索
の
時
期
に
、
早
矢
仕
と
出
会
っ
た
。
そ
し
て
新
た
な
社

会
構
想
を
抱
い
た
と
き
、
早
矢
仕
は
最
強
の
協
力
者
の
ひ
と
り
と
な
っ

た
。
福
澤
は
近
代
日
本
に
つ
い
て
思
考
す
る
だ
け
で
な
く
、
構
想
実
現

の
た
め
の
方
策
を
練
っ
た
。
す
で
に
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
、
訪
れ

た
ロ
ン
ド
ン
か
ら
中
津
藩
の
重
臣
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
日
本
の
急

務
は
「
富
国
強
兵
」
で
あ
り
、「
富
国
強
兵
」
の
本
は
人
物
の
養
成
で

あ
る
と
説
い
て
い
た
が
、「
一
身
」
の
独
立
に
は
学
問
を
す
る
こ
と
、

特
に
解
釈
論
が
中
心
の
儒
学
で
は
な
く
、
科
学
的
な
思
考
を
育
て
る
洋

学
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
（
４
）。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
場
を
確
立

す
る
こ
と
が
、
緊
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
福
澤
は
、
慶
応
四
年
自
ら
の

塾
を
慶
應
義
塾
と
名
付
け
、
そ
の
由
来
と
目
的
を
示
す
「
慶
應
義
塾
之

記
」
を
記
し
、
体
制
を
整
え
て
い
っ
た
（
５
）。

　

早
矢
仕
は
福
澤
と
親
し
い
立
場
で
、
し
か
し
ま
た
別
の
方
法
で
、
新

し
い
社
会
実
現
の
た
め
に
奮
闘
を
始
め
た
。
福
澤
は
三
田
藩
知
藩
事
九

鬼
隆
義
に
宛
て
た
明
治
三
年
一
月
二
二
日
付
の
書
簡
の
な
か
で
、「
同

西　
　

澤　
　

直　
　

子

天

賦

の

同

志
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社
中
早
矢
仕
有
的
と
申
者
、
当
時
横
浜
在
住
、
兼
て
同
志
廉
潔
之
人
物

ニ
有
之
」
と
紹
介
し
、
三
田
藩
の
学
校
の
実
験
道
具
や
天
体
望
遠
鏡
な

ど
の
備
品
調
達
を
早
矢
仕
に
依
頼
す
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。
早
矢
仕

な
ら
ば
、「
ロ
ン
ド
ン
」「
ニ
ウ
ヨ
ル
ク
」
か
ら
も
品
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
早
矢
仕
は
福
澤
の
要
求
に
応
え
、
二
日
後
の
一
月
二
四
日
に

以
下
の
よ
う
な
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。

御
沙
汰
之
通
り
諸
品
、
可
相
成
丈
廉
価
ニ
買
集
、
買
ふ
人
の
喜
び

を
願
ひ
、
通
用
の
あ
ぶ
な
き
金
札
ニ
て
利
益
を
得
る
よ
り
ハ
、
無

形
ノ
利
益
ヲ
得
度
と
、
店
の
人
〃
と
相
談
仕
居
候
事
ニ
御
坐
候
。

実
ニ
此
度
之
義
ハ
、
日
本
に
学
校
書
類
並
機
械
の
備
ワ
ル
端
と
も

な
り
、
追
〃
注
文
を
招
ク
為
の
よ
き
引
札
と
、
難
有
事
ニ
奉
存
候（
６
）。

　

早
矢
仕
の
書
簡
か
ら
は
、
医
者
や
洋
学
者
で
あ
り
な
が
ら
、
商
人
で

も
あ
る
彼
の
顔
が
伺
え
る
。
な
る
べ
く
安
く
仕
入
れ
て
買
う
人
に
喜
ん

で
ほ
し
い
と
願
い
、
そ
う
し
た
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
、
相
場
を
見

て
大
き
な
利
益
を
狙
う
よ
り
は
「
無
形
の
利
益
」
に
な
る
。
ま
た
こ
れ

を
機
に
、
日
本
で
も
図
書
や
実
験
器
具
、
天
体
望
遠
鏡
な
ど
の
機
械
類

と
い
っ
た
学
校
の
備
品
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
今
後

の
注
文
に
つ
な
が
る
よ
い
宣
伝
に
な
る
。
目
先
の
利
益
を
追
う
よ
り
、

日
本
の
学
校
が
体
裁
を
整
え
る
た
め
の
社
会
貢
献
と
い
っ
た
視
点
を
持

つ
こ
と
が
、
結
局
公
私
に
利
益
を
生
む
と
考
え
て
い
る
。

　

明
治
二
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
の
福
澤
の
書
簡
や
原
稿
を
読
む
と
、

三
田
藩
の
学
校
は
、
福
澤
の
近
代
社
会
構
想
実
現
に
向
け
て
の
指
標
と

な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
学
校
と
い
う
場
で
教
育
的
効
果
を
上
げ
る
た
め

に
は
、
理
念
や
教
師
の
充
実
だ
け
で
は
な
く
、
学
ぶ
場
の
環
境
の
整
備

は
必
須
で
あ
っ
た
。
早
矢
仕
は
そ
れ
を
可
能
に
で
き
る
人
物
で
あ
り
、

こ
の
無
二
の
同
志
を
得
ら
れ
た
こ
と
が
、
福
澤
の
構
想
実
現
の
推
進
力

と
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

二
人
の
生
涯
を
思
う
と
き
、
三
〇
年
の
間
封
建
社
会
の
な
か
で
培
っ

て
き
た
自
ら
の
価
値
観
を
壊
し
、
近
代
社
会
の
形
成
を
目
指
し
て
行
な

っ
た
新
た
な
挑
戦
に
、
敬
意
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
福
澤
は

早
矢
仕
、
早
矢
仕
は
福
澤
と
い
う
よ
き
同
志
を
得
て
こ
そ
の
挑
戦
で
あ

っ
た
。
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丸
善
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年
史
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澤
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岩
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澤
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應
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〜
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〇
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〇
一
六
年
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三
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頁

（
6
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右
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六
三
頁

�

（
に
し
ざ
わ
・
な
お
こ
　
慶
應
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
　
教
授
）


